
すかがわ会議所ニュース
2024年３月号  №583 (毎月５日発行)

地域と企業の未来をつくる商工会議所

　第20回すかがわ商店街雛（ひゝ な）の笑顔に会えるまち」は２月16日から３月３日にかけて開催され、市内外から多くの方々が商店街を訪れ、
各店のお雛様巡りを楽しみました。女性会主催の「つるし飾り巡り」も同時開催し、より一層華やかに盛り上げました。　期間中は、参加店を巡る
スタンプラリーや、ひな祭りに因んだ俳句の募集もたくさんのご応募をいただきました。

まちに春の彩りを添える
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商
売
繁
盛
と
景
気
回
復
を
全
員
で
祈
願

会
員
事
業
所
２
５
６
件
を
訪
問

　
　
　
　

課
題
な
ど
聞
く

〜
令
和
５
年
度
会
員
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
〜

〜
御
用
聞
き
運
動
〜

　

日
頃
の
ご
愛

顧
に
感
謝
申
し

あ
げ
る
と
と
も

に
、
商
工
会
議

所
事
業
活
動
へ

理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
会

員
事
業
所
と
商

工
会
議
所
が
連

携
を
密
に
す
る

機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
「
令
和
５

年
度
会
員
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
鈴
木
和
幸
実
行
委
員

長
）が
、
２
月
20
日
に
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
須
賀
川
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
名
の
参
加
者
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

冒
頭
行
わ
れ
た
商
売
繁
盛
祈
願
祭
で
は
、
参
加
者
全

員
が
神
事
を
受
け
、
今
年
一
年
の
商
売
繁
盛
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
菊
地
会
頭
が

主
催
者
を
代
表
し

「
今
日
は
皆
さ
ま
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

お
届
け
で
き
れ
ば
と

協
議
を
重
ね
て
き
た

の
で
、
最
後
ま
で
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ

ば
」と
挨
拶
が
あ
り
、
橋
本
克
也
須
賀
川
市
長
の
祝
辞
に

続
き
、
溝
井
光
夫
須
賀
川
市
議
会
副
議
長
の
乾
杯
の
発

声
で
懇
談
に
移
り
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
県
内
外
で
活

躍
す
る
注
目
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
空
先
拓
海
さ
ん
に
よ
る

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
実

力
派
漫
才
コ
ン
ビ
「
パ
ン

ク
ブ
ー
ブ
ー
」
さ
ん
に
よ

る
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
で

会
場
は
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、Ｔ
Ｔ
ス
ズ
ー
キ
ー

さ
ん
と
よ
し
も
と
福
島

県
住
み
ま
す
芸
人
の
「
ぺ

ん
ぎ
ん
ナ
ッ
ツ
」
さ
ん
の

進
行
に
よ
る
大
抽
選
会
で

は
、
当
選
番
号
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
た
び
に
会
場
内

は
た
め
息
と
歓
声
で
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
抽
選
会
で
は
鈴

木
智
子
さ
ん
（
良
生
舎
）

が
見
事
会
頭
賞
に
当
選

し
ま
し
た
。

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

トークで会場を沸かせるパンクブーブーの二人 鳩を一瞬で消す空先氏

抽選会を盛り上げる菊地会頭

実行委員長の大役を全うし、アトラクションで
笑みを見せる鈴木和幸実行委員長

11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
御
用
聞
き
運
動
を
実
施
、
日

頃
接
点
が
な
く
状
況
等
を
聞
く
こ
と
が
難
し
い
会
員
事
業

所
２
５
６
件
を
訪
問
し
、
現
状
や
課
題
な
ど
の
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

業
況
（
前
年
対
比
）
に
つ
い
て
は
、
好
転
13
％
、
悪
化

33
％
、
不
変
54
％
と
い
う
結
果
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
５
類

引
き
下
げ
後
売
上
が
戻
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
物
価
高
騰
に
よ
り
収
益
が
圧
迫
さ
れ
利
益
が
減
少

し
て
い
る
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
好
転
の
見
込
み

が
12
％
、
不
変
が
60
％
と
い
う
結
果
で
、
今
後
は
大
き
な

変
動
は
な
い
と
の
回
答
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
と
の
回
答
が
最

も
多
く
、
回
答
者
全
体
の
約
８
割
が
課
題
に
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
人
手
不
足
に
困
っ
て
い
る
事
業
所
も
多
く
、

会
議
所
へ
の
要
望
と
し
て
人
材
確
保
・
育
成
支
援
を
望
む

声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

よ
り
身
近
な
商
工
会
議
所
と
し
て
今
後
も
定
期
的
に
会

員
企
業
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
各
種
支
援
事
業
な
ど
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

登録して最新の情報を
チェックしましょう！

LINEは
こちら

Ｘはこちら

須賀川商工会議所

SNS情報
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台
湾
の
最
新
情
勢
を

デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
く

〜
新
春
経
済
講
演
会
〜

ううごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

参
加
者
に
会
社
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

学
生
等
へ
企
業
の
魅
力
を
直
接
伝
え
る

　当所並びに須賀川市主催による「自分の
やりたいことに出会おう！就活準備 -企業・
業界合同説明会- in すかがわ」が２月17日
須賀川市役所において行われました。
　当日は参加企業 37社が２会場に分かれ
ブースを訪れた参加者に業界の特徴や会社
の魅力などを直接伝えました。会場内では
熱心にメモを取る参加者の姿が見られ、関
心の高さが伺えました。

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
事
例
を

説
明
す
る
宮
木
氏

須
賀
川
商
工
会
議
所
デ
ジ
タ
ル
・
IT
化
支
援
セ
ン
タ
ー

『
デ
ジ
タ
ル
・
ＩＴ
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

　去る２月５日、デジタル・ＩＴ化支援セ
ンター事業として「デジタル・ＩT化推進セ
ミナー」を開催しました。㈱リクルート 
Air プロダクト division 宮木栄里子氏を講
師にお迎えし、『デジタル化で「商うを、
自由に。」カンタンに使える！事例活用術』
をテーマにデジタルツールを導入し、売上
アップや業務効率化に繋がっている事例を
ご説明いただきました。今後も各種セミ
ナーを企画いたしますので、その際はぜひ
ご聴講ください。

令和6年度事業計画決まる７部会
当所７部会で常任委員会が開かれ、令和6年度の部会事業計画が決定しました。主な事業計画は次の通りです。

※７部会共通
商工フェスタ／エコプロジェクト／部会対抗ゴルフコンペ／
会員交流パーティー

【旅館料飲部会】
○食の感謝祭
○フードアクション10の推進（SDGｓ関連）
○須賀川かっぱ麺のＰＲ・推進

【建 設 部 会】
○建設関連講習会
○須賀川市長（建設部長）講話会
○福島空港利活用視察研修会

【工 業 部 会】
○部会員企業視察会
○県外企業視察会（伝統と最先端技術から学ぶ）
○雇用機会確保への対応（説明会への積極的参加、協力）

【商 業 部 会】
○業績向上に資する講演会
○商品仕入れ先新規開拓等に関する視察研修
○元気だ！すかがわあきんど祭り

○中学校制服リサイクル事業（ＳＤＧｓ関連事業）
○国際交流バスツアー
○従業員育成のための講習会

【庶 業 部 会】

○経済情勢セミナー
○新春経済講演会
（須賀川地区経営者協会共催）

【財務金融部会】

○事業主・従業員のための講習会
○わがふるさと須賀川うちそとみて歩き会
○マイカー点検

【運輸観光部会】

台湾経済の最新状況について理解を深めた

　

３
年
振
り
と
な
る
須
賀
川
地
区
経
営
者
協
会
・
財
務

金
融
部
会
主
催
に
よ
る
「
新
春
経
済
講
演
会
」
が
、
２

月
５
日
に
グ
ラ
ン
シ
ア
須
賀
川
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
企
業
な
ど
か
ら
約
40
名
が
参
加
。
講

師
に
ジ
ェ
ト
ロ
調
査
部
中
央
北
ア
ジ
ア
課
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
嶋
亜
弥
子
氏
を
む
か
え
、「
台
湾
経
済
の
最
新
動

向
」
を
テ
ー
マ
に
、
台
湾
の
概
況
や
台
湾
か
ら
の
訪
日

観
光
客
の
特
徴
、
台
湾
経
済
を
け
ん
引
す
る
半
導
体
産

業
、
日
系
企
業
の
台
湾
へ
の
進
出
状
況
な
ど
を
資
料
を

も
と
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

台
湾
と
福
島
を

結
ぶ
定
期
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
今
年
１

月
よ
り
就
航
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光

な
ど
の
面
か
ら
大

き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
中
で

の
講
話
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
参
加

者
は
講
演
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
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ううごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

少
し
発
展
的
な
内
容
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、真
剣
に
聴
講
す
る
参
加
者事
業
主
・
従
業
員
の
た
め
の
講
習
会

人
材
確
保
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
！

　運輸観光部会（樫村聡部会長）は２月２
８日、会員企業の研鑽および企業間交流を
図ることを目的に「事業主・従業員のため
の講習会「初心者からでも大丈夫今から実
践可能な SNS を活用しての人材獲得～事
業主・従業員のための講習会～」を開催い
たしました。当日は㈱ BESW 代表取締役
田中千晶氏を講師に迎え、ソーシャルリク
ルーティングを効果的に活用する方法につ
いてレクチャーしていただきました。

　須賀川商工会議所旅館料飲部会、須賀
川飲食店組合、須賀川料理店組合、須賀
川社交料飲業組合の４団体は能登半島地
震の義援金を募るため、市内約１４０店舗
に募金箱の設置を依頼し、この度下記の
義援金が集まりました。
　総額１１０，６７９円（この義援金は第１
次送金分として２月２８日に日本赤十字
社へ送金されました）
　被災地域の一日も早い復興を心よりお
祈り申し上げます。
　なお、第２次送
金を予定しており、
各店舗の募金箱の
設置は３月末まで
となっています。

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
の
送
付

貯
金
な
ら
ぬ
貯
筋
に
関
し
て

説
明
す
る
仲
田
ト
レ
ー
ナ
ー

人
生
１
０
０
年
時
代
を
活
き
活
き
と
活
動
で
き
る

健
全
な
心
身
状
態
と
健
康
経
営
を
目
指
し
て

　庶業部会主催による「健康経営セミナー」が２月
16 日、商工会館において２部構成で開催されました。
第１部ではアクサ生命㈱須賀川営業所の佐藤伸二所長
より、健康経営を成功に導くポイント・進め方、第２
部では㈱エヌジェイアイの仲田貴之トレーナーより、
職場での簡単なトレーニングなど、座学と実践を含め
て解説いただきました。終了後は、ホテルサンルート
須賀川で庶業部会懇談会が開催され、部会員同士の親
睦を深めるとともに様々な情報交換が行われました。

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

新
年
を
祝
う
鏡
割
り

青
年
部

青
年
部

交
流
を
深
め
、更
な
る
飛
躍
を
誓
う

　青年部の新春懇談会がグランシア須賀川
において来賓含め５７名出席のもと開催さ
れました。懇談会では、西藤城太会長（丸
源道路㈱）が今年度の軌跡を振り返り、残
りの任期に対する想い、今後の青年部への
想いを語りました。
　また、会の終盤には次年度会長予定者で
ある堀江俊介氏（㈲堀江屋呉服店）が次年
度へ向けた抱負と活動方針を語りました。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表
を
す
る
参
加
者

須
賀
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
若
手
世
代
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

　須賀川まちづくり推進協議会若手世代に
よるまちづくりワーキング委員会の行う
「須賀川大学」事業では、2月 22 日に商工
会館において「意思決定の質とスピードが
３倍高まる思考法ワークショップ」を開催
しました。
　当日は複雑で大きな課題を、シンプルで
小さな要素に細分化・構造化し、様々な視
点から比較検討するフレームワーク
「MECEシート」を活用し、実際に手を動
かしながら学びました。次回開催は３月下
旬を予定しています。

賞
状
を
授
与
し
、集
合
写
真
を

撮
る
受
賞
者
と
後
援
団
体

亜
欧
堂
田
善
の
偉
業
を
顕
彰
す
る

被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

意
思
決
定
の「
質
」と「
ス
ピ
ー
ド
」向
上
！

　青年部（西藤城太会長）主催の第３４回
田善顕彰版画展の表彰式が２月４日に須賀
川市民交流センター tette において開催さ
れました。
　式では、田善賞受賞者の田畔日向さん（須
二小）と添田亜衣奈さん（長沼中）をはじ
めとした総勢１９名の小中学校の生徒たち
が壇上で表彰を受けました。
　また、１０日まで開催していた作品展示
では、大変多くの方に作品をご覧いただき
ました。

送

の
で
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各 種 検 定  施 行 日 時 施行級 会　場 申込期間 合格発表日

珠

算

・

暗

算

・

段

位

・

準

級

第 299回暗算
第 342回珠算
第 61回準級

 4 ／ 12㈮又は 13㈯
暗算 1～ 10級

構成員塾 2／ 26㈪
　～ 3／ 14㈭ 4／ 19㈮珠算 ４～ 9･10 級

準級 珠算・暗算１～３級

第 300回暗算
第 231(343) 回珠算
第 141回段位
第 62回準級

 6 ／ 21㈮又は 22㈯
準級 珠算・暗算１～３級

構成員塾
5／ 7㈫
　～ 5／ 23㈭ 6／ 28㈮

暗算 1～ 10級

珠算
４～ 9･10 級

 6 ／ 23㈰ 午前９時～
１～３級

須賀川商工会館
段位 準初段～ 10段

第 301回暗算
第 344回珠算
第 63回準級

 8 ／ 2㈮又は 3㈯
暗算 1～ 10級

構成員塾 6／ 17㈪
　～ 7／ 4㈭ 8／ 9㈮珠算 ４～ 9･10 級

準級 珠算・暗算１～３級

第 302回暗算
第 232(345) 回珠算
第 142回段位
第 64回準級

 10／ 25㈮又は26㈯
準級 珠算・暗算１～３級

構成員塾
9／ 9㈪
　～ 9／ 26㈭ 11／ 1㈮

暗算 1～ 10級

珠算
４～ 9･10 級

 10／ 27㈰ 午前９時～
１～３級

須賀川商工会館
段位 準初段～ 10段

第 303回暗算
第 346回珠算
第 65回準級

12／ 6㈮又は 7㈯
暗算 1～ 10級

構成員塾 10／ 21㈪
　～ 11／ 7㈭ 12／ 13㈮珠算 ４～ 9･10 級

準級 珠算・暗算１～３級

第 304回暗算
第 233(347) 回珠算
第 143回段位
第 66回準級

 2 ／ 7㈮又は 8㈯
準級 珠算・暗算１～３級

構成員塾
12／ 16㈪
　～ 1／ 9㈭ 2／ 14㈮

暗算 1～ 10級

珠算
４～ 9･10 級

 2 ／ 9㈰ 午前９時～
１～３級

須賀川商工会館
段位 準初段～ 10段

簿　
　

記

6 ／ 9㈰
第 167回　

 午前９時～ １・３級
須賀川商工会館 4／ 22㈪

　～ 5 ／ 13㈪
1級：7／ 29㈪以降
2･3 級：6／ 24㈪ 午後 1時 30分～ ２級

11／ 17㈰
第 168回

 午前９時～ １・３級
須賀川商工会館 9／ 30㈪

　～ 10／ 21㈪
1級 ：1／ 6㈫以降
2･3 級：12／ 2 ㈪ 午後 1時 30分～ ２級

2／ 23㈰
第 169回　

 午前９時～ ３級
須賀川商工会館  1 ／ 6㈪

　～ 1／ 27㈪  3 ／ 10㈪
 午後 1時 30分～ ２級

2024年度 各種検定試験のご案内（珠算・暗算・段位・準級／簿記）

お問合せ：地域振興課（珠算・暗算・段位・準級）／経営指導課（簿記）　☎76－2124

ううごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

「
ダ
ラ
ダ
ラ
会
議
を
ス
ム
ー
ズ
に
」

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　

会
議
が
非
効
率
で
憂
鬱
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。し
か
し
、
会
議
は
お
互

い
の
意
識
や
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に

は
大
切
な
場
で
す
。そ
こ
で
、
効
率
的
に

会
議
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、進
行
役
を
明
確
に
し
ま
し
ょ

う
。持
ち
回
り
の
場
合
や
、
固
定
し
た
役

割
の
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、今

回
の
進
行
役
は
誰
か
と
い
う
こ
と
を
、参

加
す
る
全
員
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
す
。何
と
な
く
誰
か
が
や
る
と

い
う
状
況
だ
と
、意
見
を
均
等
に
聞
く
こ

と
が
難
し
く
、区
切
り
も
付
け
に
く
い
た

め
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
次
は
、終
了
時
間
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
す
。何
時
ま
で
と
い
う
目
安
を

設
け
、ダ
ラ
ダ
ラ
と
長
時
間
に
わ
た
る
こ

と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。い
つ
ま
で
こ
の
時

間
が
続
く
の
か
と
後
ろ
向
き
に
思
っ
た

だ
け
で
集
中
力
を
欠
き
、そ
の
場
に
い
る

だ
け
で
思
考
停
止
状
態
に
な
っ
て
い
る

人
も
多
く
な
り
ま
す
。そ
れ
を
事
前
に
防

止
し
た
い
で
す
ね
。決
定
事
項
は
時
間
配

分
を
考
え
て
、
速
や
か
に
決
め
ま
し
ょ

う
。ど
う
し
て
も
決
ま
ら
な
い
と
き
は
、

仕
切
り
直
し
し
ま
す
。惰
性
で
延
長
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
話
を
進
め
る
中
で
、
誰
か
が
か

た
く
な
に
意
見
を
曲
げ
な
か
っ
た
り
、

「
ど
う
も
納
得
が
い
か
な
い
」
と
い
う
よ

う
に
こ
だ
わ
り
を
強
く
見
せ
た
り
し
て
、

な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、
内
容
的
に
突
き
詰
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
、発
言
者
が
単
に

承
認
欲
求
を
満
た
し
た
い
場
合
の
両
方

が
あ
り
、
後
者
は
厄
介
で
す
。そ
の
よ
う

な
と
き
進
行
役
は
、無
理
や
り
先
に
進
め

る
よ
う
な
や
り
方
は
せ
ず
、耳
を
傾
け
る

ゆ
う
う
つ

姿
勢
が
大
切
で

す
。「
譲
れ
な
い
点

だ
け
を
挙
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
一
番

の
こ
だ
わ
り
を
確

認
し
た
上
で
、
そ

れ
以
外
の
こ
と
は

譲
歩
し
て
も
ら
う

よ
う
に
促
す
こ
と

が
得
策
で
す
。

　

ま
た
、参
加
す
る
側
は
、「
特
に
意
見
が

な
い
」「
皆
さ
ん
の
意
向
に
合
わ
せ
ま
す
」

と
言
っ
て
お
い
て
、後
で
決
定
事
項
に
ケ

チ
を
つ
け
る
の
は
ル
ー
ル
違
反
で
す
。決

断
を
委
ね
た
ら
、決
ま
っ
た
こ
と
に
従
い

ま
し
ょ
う
。も
し
、
避
け
て
ほ
し
い
選
択

肢
が
あ
る
な
ら
、「
○
○
以
外
は
同
意
し

ま
す
」
と
い
う
意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ

う
。お
の
お
の
が
、明
確
で
簡
潔
な
言
葉
、

相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
持
ち
、ス
ム
ー

ズ
な
会
議
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

◆
日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構
代
表
理
事

　

大
野　

萌
子（
お
お
の
も
え
こ
）

　

法
政
大
学
卒
。一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ン
タ
ル

ア
ッ
プ
支
援
機
構
（
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
資
格
認
定
機
関
）代
表
理
事
、
公
認
心
理
師
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
２
級
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
技
能
士
。企
業
内
健
康
管
理
室
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
し
て
の
長
年
の
現
場
経
験
を
生
か
し

た
、
人
間
関
係
改
善
に
必
須
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
分
野

を
得
意
と
す
る
。防
衛
省
、文
部
科
学
省
な
ど
の
官

公
庁
を
は
じ
め
、大
手
企
業
、大
学
、医
療
機
関
な

ど
で
５
万
人
以
上
を
対
象
に
講
演
・
研
修
を
行
い
、

机
上
の
空
論
で
は
な
い
「
生
き
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
」
を
提
供
し
て
い
る
。著
書
に
『
よ
け
い
な

ひ
と
言
を
好
か
れ
る
セ
リ
フ
に
変
え
る
言
い
か
え

図
鑑
』（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）ほ
か
多
数
。
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　小規模企業の個人事業主または会社役員の方が事業
を辞められたり退職された場合に、生活安定のための
資金をあらかじめ準備しておく共済制度で、いわば「経
営者の退職金制度」といえるものです。
○加入できる方
①常時使用する従業員が 20人以下（商業・サービス
業は５人以下）の個人事業主及び会社の役員。

②一定規模以下の企業組合、協業組合、農事組合法
人の役員。

③個人事業主に属する共同経営者（個人事業主一人
につき二人まで）

○制度の特色
　掛金は月額、1,000円～70,000円の範囲内（500円
単位）で選べ、掛金は全額「小規模企業共済等掛金
控除」として課税対象所得から控除できます。

●小規模企業共済のご案内●

　「令和６年度税制改正の大綱」（令和５年 12月 22日閣議決定）において税制改正の内容が決定され、この大綱に沿った国
税の改正法案が成立し、施行された場合には、令和６年分所得税について定額減税が実施されることとなります。 
　この場合、令和６年６月１日以後最初に支払う給与等につき源泉徴収を行う際から定額減税を行うことになります。

詳細につきましては、国税庁ホームページの定額減税特設サイト（随時最新情報に更新します。）をご覧ください｡
（定額減税特設サイトhttps://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm）

給与等の源泉徴収事務に係る

令和６年分所得税の定額減税のしかた

　令和６年分所得税について、定額による所得税額の特別控除（以下「定額減税」といいます。）の適用を受けることができる
人は、令和６年分所得税の納税者である居住者で、令和 6年分の所得税に係る合計所得金額が 1,805 万円以下である人です。

●定額減税の対象となる人

　給与所得者に対する定額減税は、扶養控除等申告書を提出している給与所得者（いわゆる甲欄適用者）に対して、その
給与の支払者のもとで、その給与等を支払う際に、源泉徴収税額から定額減税額を控除する方法で行われます。 
　給与の支払者は、 
① 令和６年６月１日以後に支払う給与等（賞与を含みます。以下同じです。）に対する源泉徴収税額からその時点の定
額減税額を控除する事務（以下「月次減税事務」といいます。）と

② 年末調整の際、年末調整時点の定額減税額に基づき精算を行う事務（以下「年調減税事務」といいます。）の二つの事
務を行うことになります。

　なお、年末調整の際の詳しい事務の内容につきましては、国税庁ホームページの「年末調整がよくわかるページ」で
各種情報を令和６年９月頃から随時掲載する予定です。

●給与の支払者の事務のあらまし（給与所得者に対する定額減税） 

　月次減税事務では、令和６年６月1日以後最初に支払う給与等に対する源泉徴収税額から月次減税額を控除します。
控除しきれない部分の金額は、以後令和６年中に支払う給与等に対する源泉徴収税額から順次控除します。 

●月次減税事務の手順

　定額による所得税額の特別控除の額（以下「定額減税額」といいます。）は、次の金額の合計額です。 
　ただし、その合計額がその人の所得税額を超える場合には、控除される金額は、その所得税額が限度となります。 
　① 本人（居住者に限ります。） 30,000 円 
　② 同一生計配偶者及び扶養親族（いずれも居住者に限ります。)  １人につき 30,000 円

●定額減税額 

定額減税の概要

※相談会は全て事前予約制となります。
※予約やご不明な点などございましたら、中小企業相談
所経営指導課までご連絡ください。TEL 76ｰ2124

　日頃抱えている様々な問題や課題解決のため、各種
相談会を開催していますので、ぜひご利用下さい。

【 日本政策金融公庫 金融相談会 】※毎月第2水曜日
◇３月13日（水）10:00～12:00【商工会館会議室】

【 事業承継個別相談会 】
◇ 随時受付

【 法律相談会 】
◇ 随時受付【須賀川法律事務所】

無料定例相談会のご案内

マル経資金の
　　 ご案内

車両や機械の購入、店舗改装、諸経費の支払いなど、事業資金のお借り入れは低金利、無担保、無保証人の
マル経資金をご活用ください。現在の金利は1.30％固定金利
【借入限度額】2,000万円　【返済期間】運転資金→７年以内（最長１年の据置可能） 設備資金→10年以内（最長２年の据置可能）

※3/1現在

中小企業相談所コーナー
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当紙の表紙及び魅力発信のコーナーで事業所や商品のＰＲをしてみませんか。
ご連絡いただければ取材にお伺いします。お気軽にどうぞ！（お問合せ先：総務課☎76－２１２４）

掲載事業所募集中!

インフォメーション
3
月

4
月

5日㈫

7日㈭

11日㈪

12日㈫

13日㈬

18日㈪

26日㈫

28日㈭

所得税確定申告指導会（～15日）（商工会館）

若手世代によるまちづくりワーキング委員会（商工会館）

空港対策特別委員会（商工会館）

青年部 第12回役員会（商工会館）

第618回常議員会（商工会館）

雛の笑顔に会えるまち抽選会（商工会館）

建設部会市長講話会・部会員懇談会
（ホテルサンルート須賀川）

第126回通常議員総会（ホテルサンルート須賀川）

若手世代によるまちづくりワーキング委員会
　　　　  「須賀川大学」ワークショップ（商工会館）

白熊須賀川後援会

個人会員…………１口 5,000 円
法人・団体会員…１口 10,000 円

年間６場所の番付表送付（希望者）
大相撲カレンダーの送付（先着順）

須賀川市民交流センター tette１階（生涯学習スポーツ課）
TEL：0248-88-9174

申 込 先

会員特典

年 会 費

会員募集

 ㈱玉木屋
店主　岩崎 悠平 さん
〒962-0845 福島県須賀川市中町17－１
tel.0248 -75 -3221　
営業時間▶9:00～18:00　定休日▶水曜日・不定休

▲外側がサクサクのクロワッサン▲外側がサクサクのクロワッサン

地元出身初の関取力士「白熊」が３月場所で十両
五枚目に昇進し、幕内昇進も目前になってきました。
皆さんの応援をよろしくお願いいたします。

●お仕事をする上で気をつけている点は
　定番の商品は定番の商品でありますが、できるだけ季節
ごとの商品を入れて、お客さんが飽きないように、また老
若男女幅広いお客様のニーズに対応できるように、商品の
入替をこまめに行っています。

●事業のPRをお願いします
　須賀川はパン屋さんの激戦区ではあるが他のパン屋さんとの
差別化ができるような、他では味わえないようなパンを作って
売っている自信があります。ぜひ店舗に足を運んでいただけれ
ばとおもいます。

　「美味しいパン屋があるよ」と、当店を目指して市外や県外
からお客さんが来てくれるような店づくりをしていきたいと思っ
ています。

●今後の展望・展開は●お店の紹介をお願いします

▲店に新しい風を吹き込む岩崎悠平さん▲店に新しい風を吹き込む岩崎悠平さん ▲新しい看板▲新しい看板

▲店舗外観▲店舗外観

　三代続くパン屋で長年営業していた店舗を昨年１１月に
リニューアルオープンをしました。
　今までは主に給食やスーパーで、昔ながらの菓子パンを
卸すのがメインでした。私が修行から２０１９年に戻ってき
たのを期に、昔ながらの伝統を引き継ぎつつ新しいものを
取り入れた新しい店舗づくりをしています。



　先般「能登半島地震災害義援金募金（第一次）」のご協力をお願いいたしましたところ、貴重
なるご浄財をご寄付賜り、衷心より感謝申し上げます。
　会員の皆様方からお寄せいただきました義援金の総額は１５６万円（74社）にのぼりました。
　これも偏に皆様のご厚情によるもとのあらためて感謝申し上げます。
　お寄せいただきました義援金は、日本商工会議所を通じて被災県商工会議所連合会及び商工
会議所に寄贈いたしましたことをご報告申しあげます。
　なお、ご協力賜りました企業等ご芳名は下記のとおりです。ありがとうございました。

能登半島地震災害義援金募金の御礼能登半島地震災害義援金募金の御礼

㈱あおい
㈲明石田製麺店
㈱アサヒビルサービス
アルファ電子㈱
㈲石井油店
㈲石堂時計店
㈲伊東美容室
岩通マニュファクチャリング㈱
㈲内山急送
エコちゃん本舗
エスケー電子工業㈱
㈲エリアス
大内新興化学工業㈱
㈱大須賀電気工事
笠原工業㈱
㈱ 屋
㈲川上京染店
神田産業㈱
㈱キャットハンド

ギャラリーマスガ
朽木幸子
㈱クラフト
後藤教室
税理士法人サンハーツふくしま事務所
税理士法人サンハーツふくしま事務所親睦会
三柏工業㈱
㈱ジェイラップ
㈱塩田組
須賀川瓦斯㈱
須賀川商工会議所職員クラブ
須賀川商工会議所青年部ＯＢ会
須賀川中央商店街振興組合
須賀川市北部地域工業団地北栄会
㈱セルクル
Dining Bar ANRI
㈲たきた商事
㈱中央運輸
㈲中央精密

㈱土田建築設計事務所
㈲円谷紙店
㈲テクノ事務機
㈱東北エアコン
東北興業㈱
㈱東北須賀川電工
トキワ印刷㈱
㈱トライアンフ
㈱南部自動車学校
㈱ニイダテック
西戸幹二
㈲西牧工芸
㈱日本アドシス
ニューワーク情報サービス㈲
ビジネスの宿　新鶴屋
㈱人輝エンジニアリングサービス
㈱ひまわり
㈱福島エアポートサービス
福島空港ビル㈱

福島第一物流㈱
福陽ガス㈱
フジ開発㈱
㈱古川製菓
㈱ホテル虎屋
㈱マザール
松本建設工業㈱
特定非営利活動法人翠の家
(名)綿屋本店
㈲八木屋金物店
㈱安田塗装
㈲大和屋紙店
山本電気㈱
㈱横山建設
㈲和田印刷
㈱渡辺建設
㈲渡部ボディー工業

（五十音順）
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